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窯
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市
報
六
月
十
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
衛
生
施
設
組
合
で
行
っ

て
き
た
霊
き
ゅ
う
輸
送
事
業
が
九
月

一
日
か
ら
、
㈲
栄
和
霊
き
ゅ
う
公
社

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

申
し
込
み
は

今
ま
で
ど
お
り
市
役
所
へ

　
霊
き
ゅ
う
車
の
利
用
手
続
き
は
、

今
ま
で
ど
お
り
市
役
所
の
窓
口
で
申

し
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
が
、
料
金

は
霊
き
ゅ
う
車
の
運
転
手
に
支
払
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

利
用
料
金
が
か
わ
り
ま
す

　
民
営
化
に
よ
っ
て
、
利
用
料
金
は

左
表
の
と
お
り
、
運
輸
局
長
の
定
め

る
料
金
と
な
り
ま
す
。
利
用
者
の
負

担
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
霊
き
ゅ
う

　
↓

　
し

　
す

　
抜

　
（

霊きゅう車（普通車）運賃表

㎜
総
｝
、
．
．
．
｝
畿

輸
送
事
業
は
本
来
民
営
化
が
望
ま
し

い
と
い
う
こ
と
で
指
導
が
あ
り
、
他

市
町
村
も
ほ
と
ん
ど
が
民
営
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
霊
き
ゅ
う
公
社
で
は
、
「
宮
型
車
」

の
導
入
も
検
討
す
る
な
ど
サ
ー
ビ
ス

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

運
賃
表
の
見
方

◎
距
離
は
車
庫
～
出
棺
場
所
～
火
葬

場
ま
で
の
距
離
を
い
い
ま
す
。

◎
冬
期
（
十
二
月
一
日
～
三
月
三
十

一
日
）
は
、
二
割
増
に
な
り
ま
す
。

◎
生
活
保
護
法
の
葬
祭
扶
助
料
の
給

付
を
受
け
る
場
合
の
運
賃
は
、
基
本

額
に
限
り
免
除
さ
れ
ま
す
。

◎
運
賃
表
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
一

〇
〇
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
上
げ
ま
す
。

区　　　　　　分 運賃

基　　本　　額 　　円6，300

加
　
　
　
　
算
　
　
　
　
額

キ
　
　
ロ
　
　
加
　
　
算

10キロメートルまで 2，010

20キロメートルまで 3，550

30キロメートルまで 5，780

40キロメートルまで 8，000

50キロメートルまで 10，220

50キロメートルを超え、150kmまでの場合

20キロメートルまでを増すごとの加算額
3，550

作業時間が1時間30分を超える場合

30分までを増すごとの加算額
520

乗車定員6名を超える場合

3名までを増すごとの加算額
810

面團国部落座談会を開催

　市農業委員会では、下記日程表のとおり部

落座談会を開きます。内容は、新しい農地制

度による貸借、売買、農地の転用、農業者年

金の加入・受給などです。最寄りの方多数の

出席をお願いします。

（時間二夜7：30～9：00）座談会日程表
期　日（曜） 会　　　　場

8月30日休） 新宮集落開発センター

9月5日㈹ 大黒沢集　会所
9月7日働 南鐙坂集　会所
9月10日（月） 稲　葉　集　会　所

9月12日㈱ 吉　田　集　会　所

9月14日㈲ 上　原　集　会　所
9月17日（月） 上　町　長　泉　寺

9月19日㈱ 下　町　集　会　所

9月21日働 漉野生活改善センター

”
市
制
施
行
30
周
年
記
念
講
演
会
第
一
弾
”

変
革
の
時
代
に
期
待
さ
れ
る
経
営
者
像

●
●
●
来
た
る
べ
き
新
時
代
に
貴
方
の
企
業
は
生
き
残
れ
る
か
●
●
●

講師小林陽太郎氏
（富士ゼロックス社長）

◎
今
回
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

ぜ
ひ
と
も
聴
い
て
い
た
だ
き
た
い
内
容
で
す
。

グ
マ
ン
の
講
演
は
、
明
日
の
十
日
町
市
を
切
り
拓
く
、

く
れ
る
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ

◎
十
一
月
三
日
に
は
第
二
弾
と
し
て
、

的
内
容
を
含
ん
だ
記
念
講
演
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
囹
と
　
き
　
九
月
三
日
㈲

　
　
　
　
　
　
午
後
六
時
半
開
演

　
團
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル

　
團
入
場
無
料

　
囹
主
催
十
日
町
青
年
会
議
所

　
　
　
　
　
十
日
町
市

ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
活
躍
す
る
市
民
か
ら

　
　
学
界
・
財
界
で
大
活
躍
の
ビ
ッ

　
　
　
　
　
大
き
な
示
唆
を
与
え
て

　
　
い
。

芸
術
院
会
員
・
作
家
幸
田
文
氏
の
教
育

衛生施設組合
　設　立
10周年記念
　講演会

●講師高橋幸作氏
（県生活環境部環境
保全課長）

ぜひ、おでカ

　　　　9月の日曜営業ガソリンスタンド（輪番制）

2日　長谷川石油㈱下条給油所　　　　　16日　㈱村昭石油十日町給油所
　　　㈱村山商会十日町中央給油所　　　　　　（合）アイランド商会上島給油所

　　　十日町石油㈱十日町第二給油所　　23日　川西農協川西農協給油所
　　　’……………’…一’…………－……”　　　　㈱新潟ケンベイ美雪町給油所
9日　㈱山田屋商店四日町給油所　　　　　　十日町木工㈱十日町西給油所

　　　十日町石油㈱十日町第一給油所　　　　　’…”…r…’……・………………一一…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　30日　米岡石油㈱川西町給油所
　　　塑埜坐塵金墜整主と三二．．．．＿．．　　　　㈱山松商店十日町バイパス給油所

16日　龍巳石油仙田給油所　　　　　　　　　小林石油㈱十日町給油所

各種相談へ
〈交通事故相談〉　9月3日（月）

〈定例行政相談〉　9月13日休）

〈巡回内職相談〉　9月14日㈹

　　　いずれの相談も

●時間10：00～15：00

●会場　市役所市民相談室

一一一’丁一
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黛5，・425，。33　　就学前児童と幼稚園・保育所への

　　　　4’8904，675　　　　　入園・入所数の推移
　　　　　　　　4，5244β10　　　　　　　　（各年とも4月1日現在）

　　　　　　　　　　　　4，104
　　　　就学前児童総数　　　　　3，890

　　　　　（O～5歳）　　　　　　3，672
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，512
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，3853294
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’3，1943，112
　　　　幼稚園・保育所入所児童総数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堆計

22052，3112，3342，3392，2992271

・講撚瞬隷1
／L一入園．入所率

5，000

4，000

3，000

2，000
　　　人

53　　54　　55　　56　　57　　58　　59　　60　　61　　62　　63　　64　　6552
年

保
育
行
政
検
討
委
員
会
が

　
十
日
町
市
で
は
．
行
政
内
部
組
織
と
し
て
「
保
育
行
政
検
討
委
員
会
」
を
昨
年
十
二

目
に
設
置
し
て
、
市
内
の
幼
稚
園
＼
保
育
所
の
行
政
上
の
あ
り
万
を
協
議
・
検
討
し
て

き
ま
し
た
が
．
こ
の
ほ
ど
具
体
的
な
行
政
施
策
を
ま
と
め
＼
市
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
新
生
児
数
は
．
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
以
後
減
少
の
一
途
を
た
ど
つ
て
お
り
＼

こ
れ
に
よ
っ
て
幼
稚
園
お
よ
び
認
可
保
育
所
は
定
員
ワ
レ
を
お
こ
し
＼
運
営
＼
さ
ら
に

は
経
営
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
学
前
の
子
供
を
持
つ
田
親
が

勤
め
に
で
る
ケ
ー
ス
が
増
え
る
な
ど
＼
新
た
な
保
育
需
要
が
生
れ
て
い
ま
す
。

　
同
委
ロ
貝
会
で
は
＼
こ
れ
ら
社
会
状
況
の
変
化
に
対
応
し
、
引
き
続
き
就
学
前
児
童
数

の
減
少
を
予
想
し
な
が
ら
、
む
こ
う
十
年
間
の
あ
る
べ
き
幼
稚
園
．
保
育
所
の
体
制
つ

く
り
を
検
討
し
て
い
た
も
の
で
す
。
答
申
書
は
B
4
版
五
十
五
ぺ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
＼

、

市
方
針
は
鋭
意
検
討
後
に
決
定

現
状
と
問
題
点
、
今
後
の
あ
り
万
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
こ
の
答
申
を
受
け
＼
説
明
会
や
座
談
会
を
開
催
し
な
が
ら
市
民
の
声
を
反
映
さ

せ
＼
議
論
を
つ
く
し
た
中
で
＼
十
目
末
を
目
途
に
市
と
し
て
の
具
体
的
な
万
針
を
打
ち
出

す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
　
　
今
回
は
こ
の
答
申
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

國
九
月
の
市
民
と
語
る
日
は
“
保
育
”
で

　
九
目
一
日
の
市
民
と
語
る
日
は
＼
こ
の
答
申
を
も
と
に
．
保
育
当
事
者
・
父
田
の
会
の

代
表
に
よ
る
座
談
会
と
し
て
午
後
一
時
半
か
ら
市
保
健
セ
ン
タ
⊥
二
階
集
団
指
導
室
で
開

催
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
保
育
行
政
の
あ
り
万
に
つ
い
て
、
意
見
・
関
心
ま
た
ア
イ
テ
ア

を
お
持
ち
の
フ
リ
ー
参
加
者
の
提
案
の
場
も
設
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

1．≦切1禾ン昆同状態に馨つ（。㌧、o’
◎住民は、幼稚園・保育所を混同して認識しがちなた

め、各々の施設の機能・目的にそった選択がおこな

われていない（幼稚園が地域的に偏在していること

などから）　　　　　　↓

囹幼稚園における就園時間延長問題などの発生。

2．就学前児童数が減少している一

◎出生数が減少し続け、転出数は増加傾向にある。

◎若年人口が減少傾向にある。

　　　　　　　　　　　↓

囹人所児数が定員に満たず、認可保育所16カ所中、11

カ所で定員ワレを生じている。

3．施設の配置・規模に問題がある

◎幼稚園が地域的に偏在している（背景…施設整備費、

運営費に対する国などの援助が保育所より劣る）

◎出生数減により、認可保育所で定員ワレが日常化し

てお『）、今後地区によっては、施設の相対的過密化

現象がおきることが予測される。

4．施設運営内容の問題点

◎幼稚園…①就園時間拡大の要望、②偏在状況を背景

に、通園バス運行を余儀なくされている。

◎認可保育所…①延長保育、乳児保育、障害児等保育

など保育需要が多様化している。②入所児数減に伴

って、保母配置基準の適正化などが求められる。

5．施設経営上の問題点
◎幼稚園…園児減少に対応して、通園バスで広い地域

から園児を募集している。特に、保育に欠ける児童

までも吸収しようとする動きがある。

◎公立認可保育所…措置費制度における市の負担義務

の範囲を超えて支出する「超過負担額」が年々増こ

うしている。この主な原因は人件費の増大である。

◎私立認可保育所…公立と同様であるが、超過分を補

てんする自主財源の確保が極めてむずかしい。

6．保育料体系に差異がある
◎幼稚園と認可保育所との保育料体系の差異について

保護者の認識が不十分。

◎認可保育所と無認可保育施設では保育料体系に差異

があるが、とくに平場にあるへき地保育所の保育料

が問題である。
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公立認可保育所超過負担金 市内認可保育所入所児童数の推移 （各年度4月1日現在）
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地区 十　日　町　地　区 中条地区 下条地区 ，1治　地　区 吉田地区 水沢地区

合
計

　　’　　　2亀　　9　　0
3　　9　　　万
3　　　1　　　円

施
設
名

十
日
町
保
育
所

十
日
町
西
保
育
所

十
日
町
幼
児
園

北
越
保
育
園

い
ず
み
保
育
園

小
計

北
原
保
育
所

四
日
町
保
育
園

中
条
保
育
園

小
計

下
条
保
育
所

小
計

高
山
保
育
所

川
治
保
育
所

山
本
愛
泉
保
育
園

慈
光
保
育
園

小
計

鐙
島
保
育
所

小
計

水
沢
保
育
所

森
の
保
育
園

小
計

54
年

117 119 83 90 105 514 61 130 96 287 97 97 90 120 90 75 375 70 70 100 90 190 1，5334　　万
万　　　円 ；蕩ゴ

雲螂罫

戴聯
部窓ン

齢轡
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ゴ勲≧：

二靴1撃

5螂∫
繭繍
辮鐸
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ミ；螂ゴ

；：訟七

i蝕≧二‡

5敵≧
戦敏
靴：二毎

鍬∫‡：二

輿麟
》くザ＝く亭

55 115 120 77 89 100 501 70 129 96 295 79 79 90 120 89 75 374 70 70 130 90 220 1，539

‡撒顎
敵；∫3

；雲敵；＝

∫：靴

敵ミ念
螂二2コ

喪；彙
‘‡学二。ン：・

56 98 118 70 84 102 472 61 120 96 277 77 77 90 116 82 75 363 70 70 130 90 220 1，479

57 77 115 71 78 90 431 50 120
■
9
6 266 58 58 90 111 77 79

〆

357 70 70 130 90 220 1，402

58 61 113 67 90 90 421 35 107 90 232 54 54 79 101 72 83 335 70 70 130 90 220 1，332

54　　　　　55　　　　　56　　　　　57　　　　　58

年度 59 52 107 64 90 81 394 37 90 90 217 44 44 74 80 74 90 318 70 70 109 90 199 1，242

1．幼稚園について
①水沢保育所を昭和67年3月末で廃止し、

　学校法人立幼稚園（定員130名程度）に

　転換すること

②就園時間の拡大を抑制すること。

③各施設は経営の効率化を進め、行政は

　最低限必要となる経常経費についても

　財政的援助を考慮すること

2．認可保育所について
①昭和61年3月末で十日町保育所、昭和

　63年3月末で北原保育所をそれぞれ廃

　止すること

②下条保育所の設置・経営主体を昭和63年

　4月から社会福祉法人に切りかえること

③次の公立保育所の定員を削減すること

・鐙島保育所…70名を60名に（昭60．4）

・川治保育所…120名を60名に（　〃　）

・水沢保育所…130名を90名に（　〃　）

・高山保育所…90名を60名に（昭61．4）

・西保育所…120名を90名に（　〃　）

④私立保育所の総定員を削減するよう行

　政指導を行うこと

・総定員720名→690名（昭61．4）→630名

　（昭62．4）→600名（昭64．4）→570名

　（昭66．4）→540名（昭67．4）

⑤私立保育所の延長保育体制の統一的な

　整備をはかるため行政指導を行うこと

⑥乳児保育体制の整備を、地域ブロック

　単位に施設を指定して行うこと。

⑦障害児保育体制を強化すること→判定

　機関として「十日町市障害児等保育連絡

　協議会」を発足させること（昭和60年度）

⑧保母配置基準を改善すること

⑨育児相談事業を実施すること

⑩私立保育所に最低限必要な財政援助を

　行うこと

3．幼・保間の運営調整
①昭和60年度中に幼稚園・保育所調整会

　議を設定すること

4．保育所保育料について
①へき地以外に開設しているへき地保育

　所について、施設整備が完了次第、資

　力応納の原則を導入すること

II．施策へのアプローチ

1．幼稚園のあり方

①施設の偏在状態を緩和するため、既存の

　認可保育所を幼稚園に転用すること

②よ1）幼稚園らしい運営体制とすること

③経営の効率化をより一層推進すること

2．認可保育所のあり方

①施設の相対的過密化を緩和し、経営の安

　定化をはかるため、定員の削減を行うほ

　か、公立施設の廃止・統合、また施設の経

　営主体を民営化する方向で検討すること

②多様な保育需要に対応可能な保育体制と

　すること。そのため、公立、私立間格差が

　生じないよう、段階的に整備する。また

　育児上の相談事業実施の考慮を

③施設間の保育サービスの均衡をはかるこ

　と

3．地域別の施設配置と規模
①十日町地域…施設の定員削減を行うだけ

　でなく、一部の保育所を廃止すべく検討

②中条・下条地域…下条地区における幼稚

　園・保育所2施設の調整体制を整備する

　こと。また中条北部地区の保育需要の一

　部は下条地域内施設で吸収すること

③水沢地域…幼稚園設置の施策を講ずること

④川治・六箇・吉田地域…認可保育所の定

　員削減を行うこと

4．幼・保間の連絡調整の必要性
①幼稚園・保育所両者の共通の場として情

　報交換などを行い、教育や保育の充実を

　めざす幼・保運営調整会議を適宜開催す

　ること

5．保育所保育料について

①無認可保育施設のうち、平場地域に開設

　しているへき地保育所の保育料体系は、

　決定方法に資力応納の原則を段階的に導

　入すること

1．基本認識

1．親密で安定しだ親子

関係の下での「家庭

保育」が、乳幼児養

育の墓本理念である

2．幼稚園と保育所は本

来の機能をそれぞれ

明確にすべきである

3．幼稚園および保育所

は適正に配置され．

安定した経営の上に

運営がなされなけれ

ばならない

4．多様化する保育需要

に対応した運営体制

を整備するにあたっ

ては￥「教育・保育の

質的充実が求められ

ている時代」との認

識をもつ。そのため

には￥既存の施設の

あり万を見直し、合

理的・効率的運営を

はかってこそ．多様

化する保育需要に対

応する施策も確保で

きる

5．見直しの前提条件と

して、今後の○歳児

数1ま　余々1こ減少化頁向

をたどり￥60年代後

半には年間500人前

後で推移する。この

ため、昭和60年代に

おける○～5歳まで
の就学前児童数は約

3，000人と想定した

一「『『r一
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吻
聯
議

～正しく理解、正しく利用～

　
九
月
九
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。

救
急
医
療
と
救
急
業
務
に
対
す
る
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

囹
正
し
い
救
急
知
識
を

　
と
っ
さ
の
時
、
あ
わ
て
な
い
よ
う

日
頃
か
ら
正
し
い
応
急
手
当
や
病
気

の
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

囹
重
症
に
な
る
前
に
早
め
に
診
察
を

　
診
療
時
間
内
に
診
察
し
て
も
ら
い
、

休
日
や
夜
間
に
な
っ
て
か
ら
騒
ぎ
出

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

囹
自
分
の
健
康
は
自
分
で

　
細
心
の
注
意
で
子
ど
も
を
事
故
か

ら
守
り
、
自
分
や
家
族
の
健
康
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

囹
救
急
車
は
み
ん
な
の
も
の

　
マ
イ
カ
ー
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
い

け
る
人
は
、
救
急
車
を
使
わ
な
い
よ

う
に
し
、
病
人
は
自
分
だ
け
で
な
く
、

も
っ
と
重
病
人
が
い
る
こ
と
も
考
え

ま
し
ょ
う
。

＊
応
急
手
当
の
心
得
＊

　
「
応
急
手
当
」
と
は
、
専
門
の
医

師
に
診
て
も
ら
う
ま
で
、
ま
た
は
救

急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
一
般

の
人
が
行
う
一
時
的
な
手
当
で
す
。

応
急
処
置
が
適
切
で
す
と
多
く
の
利

点
が
あ
り
ま
す
。

●
傷
病
者
の
生
命
を
救
い
得
る
こ
と

が
あ
る
。

●
傷
病
者
の
苦
痛
を
若
干
で
も
や
わ

ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
医
師
の
治
療
が
よ
り
よ
い
状
態
で

受
け
ら
れ
る
。

●
危
険
な
合
併
症
の
発
生
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
。

●
応
救
手
当
に
慣
れ
る
と
事
故
を
起

こ
す
こ
と
が
少
な
く
な
る
。

　
　
　
　
救
急
医
療
体
制
は
、
一

　
　
　
次
医
療
の
休
日
在
宅
当
番

　
馬
つ

　
　
　
医
制
と
二
次
医
療
の
病
院

購
顯
懸
冊

離
し
ま
実

騰
冊
囹
休
日
在
宅
当
番
医
制

撒利

　
＋
日
町
市
と
中
魚
沼
郡

　
　
　
　
の
三
町
村
で
は
、
郡
市
医

　
　
　
　
師
会
の
協
力
を
得
て
、
日

療
婁
曜
日
・
祝
日
な
ど
の
休
日

に
病
院
・
医
院
が
、
当
番
制
で
休
日
救

急
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
次
救

急
医
療
体
制
と
い
い
、
比
較
的
軽
い

患
者
の
診
療
を
行
い
ま
す
。

　
囹
病
院
群
輪
番
制

十
日
町
病
院
・
津
南
病
院
・
上
村
病

院
・
中
条
病
院
の
四
病
院
が
、
日
曜

日
ご
と
に
輪
番
で
担
当
し
、
急
い
で

手
術
が
必
要
な
患
者
を
は
じ
め
、
一

次
医
療
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
重
症

患
者
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

触舗

1．あわてたり、騒ぎたてたりしないこと。
2．傷病者の扱いは、安静第一にすること。
3．手早くケガや容態の程度をしらべること。
4．重傷者に負傷ヵ所を見せないこと。
5．一刻をあらそう手当をさきにやること。
6．傷病者をいたわり、やさしく元気づけること。
7．飲みものを飲ませないこと。
8．すぐに救急車を要請すること。
9．傷病者の保温に注意すること。
10．傷病者の運搬は動揺を与えないこと。

応
急
手
当
1
0
ヵ
条

　救急車の出動は年々増加しています。
時間外に急病として医療機関を訪れた人の40％は不急の軽症者

です。正しい利用をお願いします。

十日町市

　の
出動状況

出動総計 急　　病 交通事故 一般負傷 その他

S54年 589 231 145 ＼110 103

S58年 756 314 167 113 162

休日救急医療体制図

病院群輪番制

（筈儲犠）

重症患者

休日在宅当番医制

（齢麟）

者患

重
　
症
　
患
　
者

暮
し
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
イ
ン
ト

薬
の
使
い
方
と
、

保
存
の
し
方
。

屯
服
薬
は
－

一
回
で
効
力
を
発
揮
し
ま

す
．
乱
用
し
な
い
こ
と
．

有
効
期
限
の
あ
る
…
…
・

と
き
は
、
日
付
を
守
り
、

日
付
後
は
捨
て
る
こ
と
．

よ
く
効
く
薬
－

目
薬
は
・

期
限
の
な
い
薬
－

ほ
ど
使
い
方
を
誤
る
と
害

に
ご
り
易
い
の
で
、
必
ず

で
も
、
あ
ま
っ
た
薬
を
、
ま

に
な
り
ま
す
。

フ
タ
を
お
忘
れ
な
く
。

た
使
っ
て
は
い
け
な
い
．

服
用
量
・
時
問
－

座
薬
は
・
・

内
容
薬
と
外
用
薬
－

な
ど
の
指
示
は
忠
実
に
守

軟
か
く
な
り
易
い
の
で
冷

と
は
、
は
っ
き
り
区
別
し

っ
て
く
だ
さ
い
．

蔵
庫
に
入
れ
て
保
存
を
．

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

同
じ
病
気
だ
か
ら
－

幼
児
が
－

水
薬
は
－

と
素
人
判
断
で
飲
ん
だ
り

間
違
っ
て
飲
ま
ぬ
よ
う
に

腐
敗
し
易
い
の
で
直
射
日

人
に
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
．

手
の
届
か
な
い
所
に
。

光
の
当
ら
な
い
所
に
。

大
人
の
薬
を
・

つ
や
・
色
・
硬
さ
－

水
薬
の
瓶
－

ヂ
供
に
与
え
る
と
き
は
、

な
ど
が
変
っ
た
と
き
は
、

に
直
接
口
を
つ
け
て
飲
ん

量
を
減
ら
し
て
も
危
険
．

す
ぐ
処
分
し
ま
し
ょ
う
．

で
は
い
け
ま
せ
ん
．

も
早
期
に
見
つ
か
る

　
◎
恐
ろ
し
い
肺
が
ん

　
肺
が
ん
は
、
最
近
三
十
五
年
間
に

男
性
で
は
二
十
二
倍
、
女
性
で
は
十

八
倍
に
ふ
え
ま
し
た
。
短
い
期
間
に

こ
れ
ほ
ど
ふ
え
た
病
気
は
他
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
今
で
も
ど
ん

ど
ん
ふ
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
肺
が
ん
の
早
期
診
断
方
法
や
治
療

法
は
、
ず
い
ぶ
ん
進
歩
し
ま
し
た
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
早
期
に
見
つ

け
、
手
術
で
取
っ
て
し
ま
う
の
が
、

治
す
唯
一
の
方
法
で
あ
る
こ
と
は
今

も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
肺
が
ん
と
分
か
っ
た
け
れ
ど
、

手
術
は
手
遅
れ
」
と
い
う
患
者
は
、

平
均
す
る
と
発
見
後
わ
ず
か
七
ヵ
月

で
死
亡
。
ま
た
、
苦
し
み
ぬ
い
て
死

亡
す
る
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

医
学
が
進
歩
し
た
今
日
で
も
、
肺
が

ん
は
、
最
も
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

60

結
核
検
診

◎
肺
が
ん
の
種
類

　
肺
が
ん
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ

の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　
肺
野
型
が
ん
…
…
肺
の
末
梢
の
方

に
で
き
る
が
ん
で
、
早
期
か
ら
レ
ン

ト
ゲ
ン
に
写
り
ま
す
。
わ
が
国
の
肺

が
ん
の
約
半
分
を
占
め
、
女
性
に
つ

い
て
は
七
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
肺
門
型
が
ん
…
…
心
臓
や
太
い
血

管
に
重
な
っ
た
ヵ
所
に
で
き
る
た
め

早
期
に
は
発
見
し
に
く
く
、
　
「
か
ら

咳
・
血
た
ん
」
が
で
る
の
が
特
徴
で

す
。
ま
た
、
喫
煙
と
密
接
な
関
係
が

あ
り
、
男
性
の
四
割
以
上
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
〉〈肺がんの2タイプ

　　　　　　　資料：厚生省人口動態統計

肺がんで亡くなった人
肺結核で亡くなった人
＿　　　●肺がんと肺結核の年次推移

　　八

轍
肺力｛ん

核結市

鵯慧
・

侭

554547　　5040353025

窃
　
旺

和22年

下一

5百

昭

　
◎
肺
が
ん
発
見
に
「
結
核
検
診
」

は
極
め
て
重
要

　
肺
が
ん
は
、
症
状
が
出
て
か
ら
診

断
し
た
の
で
は
、
手
遅
れ
に
な
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
で
す
。

　
肺
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
唯
一

の
方
法
は
、
毎
年
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
三
㎝
以

下
の
比
較
的
早
期
の
肺
が
ん
の
半
数

は
、
結
核
検
診
で
発
見
さ
れ
ま
す
。

結
核
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
肺
が
ん

の
早
期
診
断
に
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
は
極
め
て
重
要
と
い
え
ま
す
。
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います、

脳卒中・心臓病》

十
日
町
市
の
成
人
病
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
亡
率

約
6
0
％
！

膿
…
十 日町市

…新潟県

40．5％

35．5％

25．7％
24．2％

25．4％

脳卒中

19．6％

がん

14．2％

心臓病

14．9％

その他

成人病（59．5％ ）

（昭和57年　　1月～12月）

早
期
発
見
の
た
め

　
　
　
　
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
を
抑
え
る
治

療
や
健
康
管
理
は
．
病
気
が
軽
い
う

ち
に
で
き
る
だ
け
早
期
に
始
め
る
ほ

ど
無
理
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
、
効

果
も
高
い
の
で
す
。
　
「
早
期
発
見
・

早
期
予
防
」
の
た
め
に
は
、
血
圧
測

定
や
心
電
図
検
査
な
ど
の
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
四
十
歳
を
過
ぎ
る
と
、
血
圧
や
心

臓
な
ど
に
異
常
が
み
ら
れ
る
人
が
多

く
な
る
の
で
、
年
一
回
は
循
環
器
検

診
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
個

人
で
は
検
診
の
機
会
は
つ
く
り
に
く

い
の
で
、
地
域
や
職
場
で
検
診
の
機

会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
受
け
た
い
も
の
で

す
。
特
に
肉
親
に
高
血
圧
の
人
が
い

た
り
、
血
圧
が
高
め
だ
と
言
わ
れ
た

こ
と
の
あ
る
人
は
、
若
く
て
も
定
期

的
に
血
圧
を
測
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
よ
う
。

循環器検診受診状況

訪
歳
に
な
泥
り

ま
窃
わ
ず

検
診
壼

う
け
誘
う
ノ

※35～69歳までの方は

　受診料100円を
　徴収します。

　区分
年度

対象者数 受診者数 受診率

55
　　　　人
15，074

　　　　人
10，876

　　　％
72．2

56 15，640 10，311 65．9

57 15，287 10，480 68．6

58 15，448 10，285 66．6

循
環
塞
緩
㎜
鞍
灘
欝
容

　
循
環
器
検
診
は
血
圧
・
心
臓
・
血

管
な
ど
の
異
常
の
有
無
と
そ
の
程
度

を
調
べ
て
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
た

健
康
管
理
の
方
針
を
見
つ
け
る
も
の

で
す
。
循
環
器
検
診
で
行
わ
れ
て
い

る
検
診
項
目
は
、
血
圧
測
定
・
検
尿
・

豚
r
8

傭
　
　
電

　
　
し

　
　
穆

正常血圧鷹諜雫

境界域血圧｛龍慧

高血圧騰職圭

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
〈
血
圧
測
定
〉

　
高
血
圧
の
多
さ
か
ら
い
っ
て
も
、

ま
た
脳
卒
中
な
ど
の
合
併
症
と
の
関

連
の
強
さ
か
ら
い
っ
て
も
、
血
圧
測

定
は
最
も
重
要
な
検
査
で
す
。

　
高
血
圧
の
人
は
、
正
常
血
圧
の
人

に
く
ら
べ
て
脳
卒
中
を
起
こ
す
危
険

性
が
数
倍
高
く
、
ま
た
高
血
圧
の
程

度
が
高
い
ほ
ど
脳
の
血
管
や
心
臓
に

異
常
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
検
診
の
結
果
、
ふ
つ
う
W
H
O
（
世

界
保
健
機
関
）
の
基
準
に
よ
り
右
図

の
よ
う
に
正
常
血
圧
・
境
界
血
圧
・

高
血
圧
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り

四
十
歳
以
上
の
人
で
は
、
最
大
血
圧

一
三
九
以
下
で
か
つ
最
小
血
圧
八
九

以
下
な
ら
血
圧
は
正
常
と
考
え
て
よ

く
、
落
ち
着
い
た
状
態
で
最
大
血
圧

が
一
六
〇
以
上
か
、
最
小
血
圧
が
九

五
以
上
あ
れ
ば
高
血
圧
の
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
〈
尿
検
査
〉

　
尿
の
検
査
で
は
、
た
ん
白
や
糖
、

十日町の

人に

　　　なりました
■上町

童藤　とみ子さへ　　　〔48〕

～福島・猪苗代町かり～

★
今
月
二
十
六
日
で
八
ヶ
月
の
千
恵

美
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
・
と
み
子
さ

ん
（
30
歳
）
。
昨
年
春
に
十
日
町
の

人
に
。
上
町
、
斎
藤
雄
二
さ
ん
（
運

転
手
・
2
9
歳
）
の
姉
さ
ん
女
房
で
す
。

　
十
日
町
の
人
も
よ
く
訪
れ
る
観
光

地
、
福
島
県
猪
苗
代
町
か
ら
ー
「
家
の

前
が
猪
苗
代
湖
、
裏
手
が
磐
梯
山
。

近
く
に
は
野
口
英
世
記
念
館
が
あ
る

ん
で
す
」

★
雄
二
さ
ん
は
、
車
の
販
売
会
社
を

退
社
、
十
t
ダ
ン
プ
持
ち
込
み
で
運

送
の
仕
事
を
始
め
て
今
年
で
丸
五
年
。

　
冬
の
出
稼
ぎ
中
　
　
親
戚
の
ド
ラ

イ
ブ
イ
ン
で
手
伝
い
を
し
て
い
た
と

み
子
さ
ん
と
知
り
合
い
、
四
年
の
交

際
後
ゴ
ー
ル
イ
ン
。

　
と
み
子
さ
ん
は
、
交
際
後
半
年
位

か
ら
「
頼
も
し
く
、
や
さ
し
い
雄
二

さ
ん
」
に
結
婚
を
意
識
。
　
”
三
十
歳

ま
で
は
す
る
ま
い
”
と
の
雄
二
さ
ん

も
「
い
た
っ
て
陽
気
な
と
み
子
さ
ん
」

に
降
参
。
こ
ん
な
二
人
、
結
婚
後
ケ

ン
カ
し
た
こ
と
が
な
い
と
か
。

★
か
わ
い
い
盛
り
の
千
恵
美
ち
ゃ
ん

を
元
気
一
杯
の
お
母
さ
ん
に
預
け
、

弱
電
会
社
に
勤
務
の
共
稼
ぎ
、
　
「
情

が
深
い
人
ば
か
り
、
近
所
で
は
知
ら

な
い
人
は
い
ま
せ
ん
」
す
っ
か
り
上

町
の
人
に
な
り
き
っ
て
い
ま
す
。

★
訪
問
し
た
日
も
入
れ
替
わ
り
友
人

が
世
間
話
し
に
「
毎
日
こ
ん
な
ん
で

す
」
と
ニ
コ
ニ
コ
顔
の
と
み
子
さ
ん
。

　
と
み
子
さ
ん
が
燃
料
。
雄
二
さ
ん

が
十
t
ダ
ン
プ
の
安
全
運
転
同
様
、
．

し
っ
か
り
と
舵
取
り
の
気
さ
く
で
オ

ー
プ
ン
な
四
人
家
族
の
斎
藤
家
で
す
。

血
液
な
ど
が
出
て
い
な
い
か
ど
う
か

を
調
べ
て
い
ま
す
。
た
ん
白
や
糖
、

血
液
が
尿
に
出
て
い
る
場
合
は
そ
の

後
精
密
検
査
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
照

検
診
謹
羅
購
繋
綬
査

　
こ
の
よ
う
な
諸
梅
査
の
結
果
、
必

要
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
精
密
検
査

を
行
い
ま
す
。
内
容
は
、
血
圧
測
定
・

検
尿
・
心
電
図
検
査
・
眼
底
検
査
・

血
液
検
査
・
尿
に
糖
が
出
た
人
に
対

し
て
は
別
に
期
日
を
き
め
、
血
糖
検

蓋
を
行
い
ま
す
．
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国
保
（
艘
嵯
を
さ
さ
え
る
保
険
料

　
国
保
の
財
源
は
．
国
の
負
担
と
わ
た
し
た
ち
が
納
め
る
保
険

料
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
か
な

い
と
．
国
保
制
度
の
運
営
が
で
き
ま
せ
ん
。
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
は
．
わ
た
し
た
ち
被
保
険
者
の
義
務
で
す
。
期
日
ま
で
に

納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

納
付
義
務
者
は
世
帯
主

　
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
の
こ
と
を
納
付
義
務
者
と
い
い
、

そ
の
人
は
世
帯
主
で
す
。

　
た
と
え
ば
世
帯
主
が
勤
務
先
の
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
も
、
家
族

の
だ
れ
か
が
国
保
に
加
入
し
て
い
れ

ば
、
世
帯
主
が
納
付
義
務
者
に
な
り

ま
す
。支

払
い
は
い
つ
か
ら
？

　
保
険
料
は
被
保
険
者
に
な
っ
た
月

溜
る
険
　
　
　
剛

露
　
　
保
・
　
　
　
5
0

澱
ま
康
た
　
　
　
3

　
決
賎
戯
）
q3

躍
率
咽
鼠
離
砺
矧
朋

｝
一
料
分
決
）
＠
佃
3

㎜
㎜
険
繋
－
　
B

㎜
癬
禦
酬
縣

｝
㎝
健
ど
つ
　
　
　
者

｝
皿
民
媚
斌
翻
闘
購

㎜
皿
国
こ
率
所
資
被

＝
　
　
　
　
　
料
　
　
囹
囹
囹

か
ら
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
、

あ
る
い
は
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し

て
そ
の
居
住
地
に
住
み
は
じ
め
た
と

き
を
い
い
ま
す
。

　
届
出
が
遅
れ
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
振
響
穆
、

　
　
　
込

　
　
　
　
　
　
、
τ
　
　
γ
袖
臨

　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
ノ
　
も
瓢
』

　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　

　
　
　
空
誌
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶
“
　
．
．

巽
鯉
闘
N
”
製
図
凶
岡
餉
”
“
随
闘
瞬
脚
”
瞬
瞬
”
岡
一
髄
図
“
餌
髄
凶
”
鯛
図
罰
図
師
髄
図
餉
髄
餉
”
岡
N
餉
髄
図
闘
鯛
図
岡
瞬
樋
餉
髄
随
”
髄
図
餉
闘
図
”
髄
図
”
髄
餉
桝
ー1
樋
，，

盛

囹世帯別平等割……18，320円（18，320円）

　59年度分の保険料率の前年度比較は、

資産割で3％減、所得割、被保険者均等

割および世帯別平等割がおのおの据置き

となりました。

　十日町市の保険料総額は、8億876万6

千円（被保険者1人あたり37，892円）で

前年度と同額になりました。

1＝＝＝＝＝．＝＿＝の器＝：。＝．．零一署＝2＝零器望＝＝＝2鼻＝陰・＝・＝＝：・＝諺一＝・

『
岡
鵠
岡
ー
1
幌
岡
岡
鰻
認
岡
認
岡
認
網
謁
幌
謁
岡
鵠
岡
”
吋
岡
認
岡
謁
岡
鵠
岡
認
睡
認
岡
謁
岡
岡
岡
雛
謡
岡
鵠
穐
謁
岡
認
岡
鵠
岡
認
岡
”
岡
並

保
険
料
の
決
め
方
は
？

　
保
険
料
の
額
は
、
基
本
的
に
は
そ

の
年
の
医
療
費
に
応
じ
て
決
め
ら
れ

ま
す
。
医
療
費
が
ふ
え
れ
ば
保
険
料

も
ふ
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
額
の
決
め
方
は
？

　
各
世
帯
の
保
険
料
の
額
は
、
つ
ぎ

の
も
の
を
基
礎
と
し
て
決
定
し
ま
す
。

一
、
所
得
割
額

　
前
年
度
の
収
入
額
か
ら
一
定
額
を

控
除
し
、
そ
の
額
に
百
分
の
四
・
五

を
か
け
た
額

二
、
資
産
割
額

　
そ
の
年
の
固
定
資
産
税
に
百
分
の

五
十
を
か
け
た
額

　
こ
と
し
の
保
険
料
が
決
定
し
、
す
で

に
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
納
付
通
知

書
が
届
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
一
期
と
二
期
は
仮
算
定
で
、
昨
年

度
の
保
険
料
を
基
礎
に
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
の
三
期
か
ら

六
期
ま
で
は
、
決
定
額
か
ら
一
期
と

二
期
の
額
を
引
い
た
額
を
分
け
て
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

改
正
さ
れ
た
こ
と

一
、
保
険
料
の
賦
課
限
度
額
が
、
地

三
、
均
等
割
額

　
各
世
帯
の
保
険
者
数
に
応
じ
て
、

一
人
あ
た
り
一
万
三
、
九
五
〇
円
を

か
け
た
額

四
、
平
均
割
額

　
各
世
帯
と
も
均
一
の
額
で
、
一
万

八
、
三
二
〇
円

　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
亀
　
亀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
，
　
揮
パ
華
、
，

方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
二
八
万
円

か
ら
三
五
万
円
に
。

二
、
基
礎
控
除
額
は
二
二
万
円
か
ら

二
六
万
円
に
。

三
、
保
険
料
の
軽
減
額
が
改
善
さ
れ

ま
し
た
。

灘覗

灘
㎜
羅
難

　
十
日
町
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

保
健
施
設
活
動
の
一
環
と
し
て
、
今

年
度
国
保
被
保
険
者
で
三
十
五
歳
に

達
す
る
人
を
対
象
に
、
コ
ン
ピ
ユ
ー

タ
・
ド
ッ
ク
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ド
ッ
ク
と
は
、

健
康
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

を
ア
ン
ケ
ー
ト
型
式
に
ま
と
め
た
調

査
票
に
回
答
し
て
い
た
だ
き
、
各
個

人
の
健
康
関
連
デ
ー
タ
を
得
る
も
の

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
自
分
の
健
康
状

態
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
健
康

管
理
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら

え
ま
す
。

　
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
す
ま
す
健
康
で
働

く
た
め
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ド
ツ

ク
の
活
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
三
十
五
歳
の
被
保
険
者

の
方
全
員
に
調
査
票
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
期
日
ま
で
に
市
・
保
健
衛
生

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ノノ

螺瞬
　・浦》
　　　　　“
琢　　 ，

梶

堂
　　　σ　　　　■
　　　ウ　　　ら　　　　ヂ
　　　¢
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退
職
者
医
療
制
度
眠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
O

　
　
　
　
　
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
蕎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ぐ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
目
に
届
け
出
を
〃
　
　
磁
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
希

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叡

　
先
の
国
会
で
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
可
決
さ
れ
．
退
職

者
医
療
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
若
い
元
気
な
と
き
は
健
康
保
険
に
加
入
し
￥
病
気
の
多
く
な
り
が
ち
な
老
後

は
国
保
に
移
る
。
そ
の
医
療
賛
を
国
庫
と
国
保
の
加
入
者
（
自
営
業
者
・
農
業

者
な
ど
）
に
依
存
す
る
現
在
の
万
法
は
。
か
ね
て
か
ら
不
ム
ロ
理
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
改
正
は
こ
の
点
を
改
め
た
も
の
で
、
老
人
保
健
法
に
続
く
「
人

生
八
十
年
型
」
医
療
保
険
へ
の
再
編
を
考
え
た
制
度
で
す
。

10

月
1
日
か
ら
実
施

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
（
被
保

険
者
）
で
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
、

船
員
保
険
な
ど
か
ら
年
金
を
も
ら
っ

て
い
る
人
と
そ
の
家
族
が
対
象
で
す
。

七
十
歳
に
な
り
老
人
保
険
に
移
る
ま

で
、
退
職
被
保
険
者
お
よ
び
そ
の
扶

養
家
族
は
”
退
職
者
医
療
制
度
”
と

い
う
新
し
い
制
度
で
お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
退
職
羅
㎜
綴
欝
∞
∞
鷺
糠
鞍
る
人

　
条
件
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

②
つ
ぎ
の
七
つ
の
年
金
制
度
か
ら
老

齢
（
退
職
）
年
金
の
支
給
を
う
け
て

い
る
人
。
ま
た
は
四
十
歳
以
後
の
年

金
制
度
の
加
入
期
間
が
十
年
以
上
の

通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金
の
支
給
を

う
け
て
い
る
人
（
た
だ
し
若
年
を
理

由
と
し
て
、
そ
の
全
額
に
つ
き
支
給

停
止
を
う
け
て
い
る
人
を
除
く
）
。

③
老
人
保
険
の
適
用
を
う
け
て
い
な

い
人

薦
退
職
被
保
険
者
の
条
件
と
な
る
年
金
制
度
〕

¢り

厚
生
年
金
保
険
法

←o

恩
給
法
（
普
通
恩
給
）

＠
船
員
保
険
法

㈱
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法

㈹
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法

ψの

私
立
学
校
職
員
共
済
組
合
法

㈲
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法

　
　
扶
養
家
族

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
あ
っ

て
、
退
職
被
保
険
者
と
生
活
を
共
に

し
、
主
と
し
て
退
職
被
保
険
者
の
収

入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る

つ
ぎ
の
人
が
扶
養
家
族
と
な
り
ま
す
。

①
退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、
配

偶
者
（
内
縁
関
係
で
も
よ
い
）
お
よ

び
三
親
等
内
の
親
族

②
配
偶
者
（
内
縁
で
も
よ
い
）
の
父

母
お
よ
び
連
れ
子
（
そ
の
配
偶
者
の

死
ん
だ
あ
と
の
父
母
、
連
れ
子
で
も

よ
い
）

　
な
お
退
職
被
保
険
者
本
人
が
老
人

保
険
法
の
適
用
を
う
け
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き
、
ま
た
は
死
亡
し
た
と
き

扶
養
家
族
は
資
格
を
失
い
、
一
般
の

国
保
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　
退
職
鞭
礫
　
縢
馨
懲
数
る
日

　
退
職
被
保
険
者
と
な
る
日
は
、
年

金
受
給
権
の
発
生
し
た
日
で
す
。
受

給
権
が
発
生
す
る
と
、
本
人
あ
て
に

年
金
証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
年

金
証
書
を
う
け
と
っ
た
ら
十
四
日
以

内
に
世
帯
主
は
、
市
・
保
健
衛
生
課

国
保
係
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

扶
養
家
族
の
届
け
出

　
扶
養
家
族
の
届
け
出
は
世
帯
主
が

行
い
ま
す
。
届
書
に
は
必
要
に
応
じ
、

つ
ぎ
の
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
診
療
の

　
保
険
証
を
持
参
し
て
診
療
を
う
け

ま
す
。
そ
の
と
き
支
払
う
一
部
負
担

金
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

退
職
被
保
険
者
本
人
…
医
療
費
の
2
割

扶
養
家
族
…
外
来
は
医
療
費
の
3
割

　
〃
　
…
…
入
院
は
医
療
費
の
2
割

保
　
離
　
．
証

　
六
十
年
度
よ
り
退
職
被
保
険
者
の

た
め
の
保
険
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　
特
例
証
明
書

　
新
制
度
施
行
日
の
十
月
一
日
に
お

い
て
、
新
し
い
保
険
証
が
間
に
合
い

ま
せ
ん
の
で
、
便
宜
上
「
退
職
被
保

険
者
等
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

当
分
の
間
診
療
を
う
け
る
場
合
は
、

い
ま
ま
で
の
保
険
証
と
一
緒
に
持
参

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
保
　
　
灘
　
・
料

　
退
職
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
一

般
の
国
保
の
被
保
険
者
の
算
定
方
法

　
①
配
偶
者
や
十
八
歳
未
満
の
子
（
も

　
し
く
は
重
度
障
害
で
あ
る
子
）
以
外

　
の
人
は
、
生
計
維
持
証
明
（
場
合
に

　
応
じ
、
家
計
の
状
況
の
申
立
書
）

　
②
内
縁
関
係
の
場
合
に
は
、
そ
の
事

　
実
を
証
明
す
る
書
類
。

う
け
か
た

　
に
準
じ
て
行
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
世

　
帯
単
位
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。

　
　
一
つ
の
世
帯
に
一
般
の
被
保
険
者

と
退
職
被
保
険
者
が
い
る
場
合
は
、

両
方
の
合
算
額
を
世
帯
主
に
賦
課
し

ま
す
。

該
当
者
の
届
け
出
に
つ
い
て

　
退
職
被
保
険
者
の
資
格
は
、
基
本

的
に
は
世
帯
主
の
届
出
に
よ
っ
て
確

認
さ
れ
ま
す
。
退
職
被
保
険
者
の
い

る
世
帯
の
世
帯
主
は
、
つ
ぎ
の
届
書

と
添
付
書
類
を
提
出
し
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
（
用
紙
は
国
保
係
に
あ
り
ま
す
）

①
退
職
被
保
険
者
資
格
取
得
・
喪
失

届②
退
職
被
保
険
者
被
扶
養
者
認
定
・

異
動
届

　
添
付
書
類

Gわ

被
用
者
年
金
制
度
加
入
期
間
申
立

書
（
通
算
老
齢
・
退
職
年
金
受
給
権

昭和58年度国保特別会計決算

纏険歳出（・・8％）

4億6，440万　17億4，796万

7千円
（26．5％）　　1千円

佃鋸・購，み
　1千円
（2，。％）歳入　3千円
　　　19億5，272万（4L6％）

国庫支出灘

叉　　　　　　4千円
　　　　　（56．4％）

剛…嚥、、，濯辮淀鷺　

　収入では、国からの補助金が全体の56．4％で前年度より7，517
万1千円の減、みなさんから納めていただいた保険料が41．6％
で、前年度より8，640万円の増となりました。
　支出では、病院などに支払った保険給付費が全体の69．4％で、
前年度より6億6，713万8千円の減となりました。これは58年
2月から施行された老人保健法により、70歳以上の老人の医療
費が老人保健特別会計から支払われることになったため、減額
になったものです。また全体の26．5％をしめる老人保健拠出金
は、老人の医療費に相当するもので、老人保健法の施行に伴っ
て今年度から初めて支出されましたo
　この結果、収支差引残2億476万7千円（1人あたり9，625
円）が59年度へ繰り越されることになります。

者
の
み
）

ω
生
計
維
持
申
立
書

⑨
通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金
受
給
権

者
で
あ
っ
て
、
四
十
歳
以
降
の
被
用

者
年
金
加
入
期
間
が
十
年
以
上
で
あ

る
た
め
退
職
被
保
険
者
と
な
る
人
に

つ
い
て
は
、
そ
の
事
実
を
明
ら
か
に

す
る
書
類
（
事
業
主
の
証
明
書
）

＠
被
用
者
年
金
の
年
金
証
書
お
よ
び

裁
定
通
知
書

　
届
鐵
期
間

　
年
金
証
書
が
本
人
に
到
達
し
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日
以
内

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
（
な
お
共
済

年
金
の
若
年
停
止
に
つ
い
て
は
、
停

止
が
終
わ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
十
四

日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
）
。

※
十
月
一
日
実
施
に
と
も
な
い
事
務

処
理
の
関
係
上
、
五
十
九
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
年
金
受
給
者
に
つ
い

て
は
必
要
書
類
を
送
付
し
て
あ
り
ま

す
。
ま
だ
届
け
出
を
し
て
い
な
い
入
は
、

至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
四
月
一
日
以
降
現
在
ま
で
に
受
給

さ
れ
て
い
る
人
も
、
至
急
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ついて

お問い

十日町市役所

　保健衛生課国保係へ

　　　　　　　504　智（57）3111㊥
　　　　　　　505

一一『『「
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脚
　
騰
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灘
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■下水道による快適な生活を■

騨
極頑

艶
薮
鯵

十日町市排水設備指定工事店

　　　　　（新たに指定された工事店）

指定工事店 所在地 電話

宮　田　設　備 田中町本通り 52－3277

協和建設㈱ 高田町5 57－2233

興和地下建設㈱
十日町出張所

小　　泉　　3 52－4329

日　新　設　備 新　座　　4 57－9949

　
九
月
十
日
に
全
国
下
水
道
促
進
デ

ー
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

十
日
町
市
で
も
昨
年
五
月
に
下
水
道

が
供
用
開
始
さ
れ
て
以
来
、
家
庭
燕

事
業
所
か
ら
の
つ
な
ぎ
込
み
が
盛
ん

に
行
わ
れ
、
七
月
末
の
普
及
率
は
三

二
％
に
達
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
普
及
促
進
を
は
か
り
快

適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
全

国
下
水
道
促
進
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
、

九
月
を
下
水
道
促
進
月
間
と
し
て
つ

ぎ
の
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
各

事
業
所
の
ご
参
加
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
小
学
生
に
よ
る
一
日
下
水
処
理
セ

ン
タ
ー
職
員
　
処
理
区
域
内
の
小
学

生
の
代
表
者
に
よ
り
一
日
職
員
と
し

て
下
水
道
の
役
割
な
ど
を
勉
強
す
る
。

●
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
一
般
開
放

施
設
見
学
、
排
水
設
備
相
談
コ
ー
ナ

ー
、
写
真
展
示

●
小
・
中
学
生
か
ら
の
ポ
ス
タ
ー
、

標
語
、
作
文
の
募
集

●
下
水
道
・
婦
人
の
集
い
　
処
理
区

域
内
婦
人
を
対
象
に
台
所
か
ら
処
理

セ
ン
タ
ー
ま
で
の
施
設
お
よ
び
河
川

の
汚
れ
を
視
察

●
河
川
状
況
調
べ
　
衛
生
組
合
長
に

よ
る
河
川
な
ど
の
汚
れ
の
視
察
を
実

施
し
、
下
水
道
必
要
性
の
認
識
を
深

め
る
。

●
広
報
活
動
の
実
施
　
市
庁
舎
正
面

の
懸
垂
幕
、
市
報
に
よ
る
啓
蒙
な
ど

で
下
水
道
の
普
及
促
進
を
は
か
る
。

　
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

　
　
指
定
更
新
手
続
き
を
〃

　
昭
和
五
十
六
年
度
に
排
水
設
備
工

事
業
者
の
指
定
を
受
け
た
業
者
は
、

指
定
期
間
が
十
月
三
十
一
日
で
満
了

と
な
り
ま
す
の
で
、
指
定
更
新
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
融
繋
翻
懸
纏

　
　
　
襯
欝
灘
嚢
懸
げ

　
市
で
は
排
水
設
備
工
事
の
普
及
を

は
か
る
た
め
、
融
資
制
度
の
見
直
し

を
行
い
、
九
月
一
日
か
ら
現
行
年
利

率
六
・
五
％
を
一
％
引
き
下
げ
て
年

利
率
五
・
五
％
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
貸
付
限
度
額
（
七
〇
万
円
）
、
返
済

期
限
（
四
十
八
ヵ
月
以
内
の
元
利
均

等
月
賦
償
還
）
な
ど
に
つ
い
て
は
い

ま
ま
で
ど
お
り
で
す
。

　
年
利
率
引
き
下
げ
に
よ
り
、
七
〇

万
円
（
返
済
回
数
四
十
八
回
）
借
り

た
場
合
の
一
ヵ
月
あ
た
り
の
償
還
額

は
、
お
お
む
ね
一
万
六
、
三
〇
〇
円

（
現
行
一
万
六
、
六
〇
〇
円
）
と
な

り
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
こ
の
制
度
を
ご
利

用
い
た
だ
き
、
早
期
設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
本
制
度
は
、
公
共
下
水
道

の
供
用
開
始
後
三
年
以
内
に
、
排
水

設
備
を
設
置
す
る
場
合
に
利
用
で
き

ま
す
。下

水
道
受
益
者
負
担
金

（
第
二
期
）
説
明
会
開
催

　
昭
和
六
十
年
度
か
ら
賦
課
を
予
定

し
て
い
る
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

説
明
会
を
、
九
月
中
旬
か
ら
開
催
し

ま
す
。

こ
の
説
明
会
の
場
で
受
益
者
負
担
金

の
申
告
書
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

つ
ぎ
の
町
内
に
土
地
を
所
有
し
て
い

る
方
は
、
後
日
お
知
ら
せ
す
る
日
程

に
よ
り
忘
れ
ず
に
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。●

期
日
　
九
月
中
旬
か
ら
下
旬
（
詳

　
し
い
日
程
は
、
九
月
十
日
付
け
の

　
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

●
負
担
金
の
対
象
と
な
る
町
内

高
田
町
三
東
・
西
・
南
、
丸
山
町
、

稲
荷
町
三
本
通
り
、
稲
荷
町
三
南
、

稲
荷
町
三
北
、
稲
荷
町
四
、
稲
荷
町

西
、
西
本
町
一
．
二
、
千
代
田
町
、

八
幡
田
町
、
下
川
原
町
、
島
、
高
山

二
・
三
・
四
、
錦
町
一
・
二
、
美
雪

町
一
・
二
・
三
、
桜
木
町
、
春
日
町

一
・
二
・
三
、
高
田
町
四
・
五
・
六
、

河
内
町
の
一
部
。

新
潟
県
持
家
住
宅

　
　
　
　
　
建
設
資
金
貸
付
け
募
集

　
県
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
第
二

回
目
の
貸
付
募
集
を
行
い
ま
す
。

◎
貸
付
予
定
者
申
込
期
間
　
八
月
二

十
五
日
dD
～
九
月
四
日
㈹

◎
貸
付
対
象
　
第
二
回
目
は
、
新
築

（
購
入
も
含
む
）
の
み
対
象
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、

県
土
木
部
建
築
住
宅
課
（
費
〇
二
五

二
－
二
一
二
ー
五
五
三
㊥
三
四
九
三
）

へ
Q

住
宅
金
融
公
庫
融
資
の

　
　
　
　
申
し
込
み
受
け
付
け

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
方
に
対

七
て
個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
し
込

み
を
つ
ぎ
の
要
領
に
よ
り
行
っ
て
い

ま
す
。

◎
受
付
期
間
　
八
月
十
五
日
㈱
～
九

月
六
日
㈱

◎
選
考
方
法
　
選
考
（
無
抽
選
）
に

よ
り
行
い
ま
す
。

◎
申
込
資
格
条
件

●
資
格
　
自
分
が
住
む
た
め
の
住
宅

を
新
築
す
る
方
で
土
地
の
準
備
が
で

き
て
い
る
方
・
一
定
基
準
以
上
の
月

収
の
あ
る
方

●
融
資
が
受
け
ら
れ
る
住
宅
　
住
宅

部
分
の
床
面
積
が
一
六
五
㎡
以
下
の

住
宅

◎
申
し
込
み
先
　
住
宅
金
融
公
庫
取

扱
金
融
機
関

◎
問
い
合
わ
せ
　
詳
細
に
つ
い
て
は

住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
所
（
台
〇

二
七
二
－
三
二
i
六
六
五
五
）
へ
。

　
　
上
原
団
地
募
集

　
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
九

月
十
日
㈲
か
ら
九
月
十
九
日
㈱
ま
で

上
原
団
地
の
秋
期
募
集
を
行
い
ま
す
。

◎
募
集
方
法
　
宅
地
分
譲
　
四
区
画

．
◎
間
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
市
・
建

設
課
建
築
住
宅
係
（
智
五
七
！
三
一

　
一
一
㊥
二
六
二
）
か
、
新
潟
県
住
宅

供
給
公
社
分
譲
課
（
智
〇
二
五
二
ー

六
六
f
O
一
八
四
〉
へ
。
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’
払盤騨

舜
㌻
嫁
Σ
．
綜

蝋

懇
捌

’

美
術
の
秋
で
す

　
　
ご
家
族
で
！

　
博
物
館
で
は
、
開
館
五

周
年
、
市
制
施
行
三
十
周

年
を
記
念
し
て
、
特
別
展

「
日
本
画
・
洋
画
巨
匠
た

ち
の
世
界
」
を
開
催
し
ま

す
。
文
化
勲
章
、
文
化
功

労
者
、
芸
術
院
賞
な
ど
作

家
約
六
十
名
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
と
な

い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
家
族
、
職
場
、
学
校
で

ご
観
覧
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
連
絡
先

　
十
日
町
市
博
物
館

（
難
揮
垂
）

●一般400円（前売300円）
●高校生・友の会会員200円
●小・中学生100円
　　　　　プレイガイド
公民館（本館・地区館）／大万書店／

、村山書店／野上書店

作
家
紹
介

横
山
大
観
（
よ
こ
や
ま
・
た
い
か
ん
）

　
昭
和
三
三
年
没
／
文
化
勲
章

川
合
玉
堂
（
か
わ
い
・
ぎ
ょ
く
ど
う
）

　
昭
和
三
二
年
没
／
文
化
勲
章

菱
田
春
草
（
ひ
し
だ
・
し
ゅ
ん
そ
う
）

　
明
治
四
四
年
没
／
重
要
文
化
財

小
杉
放
庵
（
こ
す
ぎ
・
ほ
う
あ
ん
）

　
昭
和
三
九
年
没
／
芸
術
院
会
員

前
田
青
邨
（
ま
え
だ
・
せ
い
そ
ん
）

　
昭
和
五
二
年
没
／
文
化
勲
章

村
上
華
岳
（
む
ら
か
み
・
か
が
く
）

　
昭
和
一
五
年
没
／
帝
展
無
鑑
査

堂
本
印
象
（
ど
う
も
と
・
い
ん
し
ょ

　
う
）
昭
和
五
〇
年
没
／
文
化
勲
章

速
水
御
舟
（
は
や
み
・
ぎ
ょ
し
ゅ
う
）

　
昭
和
一
〇
年
没
／
重
要
文
化
財

伊
東
深
水
（
い
と
う
・
し
ん
す
い
）

　
昭
和
四
七
年
没
／
芸
術
院
会
員

奥
村
土
牛
（
お
く
む
ら
・
ど
ぎ
ゅ
う
）

　
明
治
二
二
年
生
／
文
化
勲
章

小
倉
遊
亀
（
お
ぐ
ら
・
ゆ
き
）
明
治

　
二
八
年
生
／
文
化
勲
章

北
沢
映
月
（
き
た
ざ
わ
・
え
い
げ
つ
）

▲村上華岳　「月夜の図」

鹸
瞭
難
・
灘

霧灘馨

　　　　　馨

蝋　襲
融

　
明
治
四
〇
年
生
／
総
理
大
臣
賞

東
山
魁
夷
（
ひ
が
し
や
ま
・
か
い
い
）

　
明
治
四
一
年
生
／
文
化
勲
章

杉
山
　
寧
（
す
ぎ
や
ま
・
や
す
し
）

　
明
治
四
二
年
生
／
文
化
勲
章

西
山
英
雄
（
に
し
や
ま
・
ひ
で
お
）

　
明
治
四
四
年
生
／
芸
術
院
会
員

加
藤
東
一
（
か
と
う
・
と
う
い
ち
）

　
大
正
五
年
生
／
芸
術
院
賞

堀
　
文
子
（
ほ
り
・
ふ
み
こ
）
大
正

　
七
年
生
／
創
画
会
奨
励
賞

鈴
木
竹
柏
（
す
ず
き
・
ち
く
は
く
）

　
大
正
七
年
生
／
文
部
大
臣
賞

加
倉
井
和
夫
（
か
く
ら
い
・
か
ず
お
）

　
大
正
八
年
生
／
芸
術
院
賞

平
川
敏
夫
（
ひ
ら
か
わ
・
と
し
お
）

　
大
正
＝
二
年
生
／
新
作
家
賞

川
崎
鈴
彦
（
か
わ
さ
き
・
す
ず
ひ
こ
）

大
正
一
四
年
生
／
総
理
大
臣
賞

加
山
又
造
（
か
や
ま
・
ま
た
ぞ
う
）

　
昭
和
二
年
生
／
芸
術
選
奨

下
保
　
昭
（
か
ほ
・
あ
き
ら
）
昭
和

　
二
年
生
／
文
部
大
臣
賞

西
村
昭
二
郎
（
に
し
む
ら
・
し
ょ
う

　
じ
ろ
う
）
昭
和
二
年
生
、
新
作
家
賞

平
山
郁
夫
（
ひ
ら
や
ま
・
い
く
お
）

灘

「若　水」▲伊東深水

　
昭
和
五
年
生
／
総
理
大
臣
賞

山
岸
純
（
や
ま
ぎ
し
・
じ
ゅ
ん
）

　
昭
和
五
年
生
／
文
部
大
臣
賞

〈
そ
の
他
〉

林
武
（
は
や
し
・
た
け
し
）
昭

　
和
五
〇
年
没
／
文
化
勲
章

東
郷
青
児
（
と
う
ご
う
・
せ
い
じ
）

　
昭
和
五
三
年
没
／
文
化
功
労
者

田
崎
広
助
（
た
ざ
き
・
ひ
ろ
す
け
）

　
昭
和
五
九
年
没
／
文
化
勲
章

鳥
海
青
児
（
ち
ょ
う
か
い
・
せ
い
じ
）

　
昭
和
四
七
年
没
／
芸
術
選
奨

宮
本
三
郎
（
み
や
も
と
・
さ
ぶ
ろ
う
）

　
昭
和
四
九
年
没
／
芸
術
院
会
員

梅
原
龍
三
郎
（
う
め
は
ら
・
り
ゅ
う

　
ざ
ぶ
ろ
う
）
明
治
二
一
年
生
／
文

　
化
勲
章

中
川
一
政
（
な
か
が
わ
・
か
ず
ま
さ
）

　
明
治
二
六
年
生
／
文
化
勲
章

鈴
木
信
太
郎
（
す
ず
き
・
し
ん
た
ろ

　
う
）
明
治
二
八
年
生
／
芸
術
院

牛
島
憲
之
（
う
し
じ
ま
・
の
り
ゆ
き
）

　
明
治
三
三
年
生
／
文
化
勲
章

向
井
潤
吉
（
む
か
い
・
じ
ゅ
ん
き
ち
）

▲向井潤吉　「春浅き道」

　
明
治
三
四
年
生
／
行
動
美
術
協

小
磯
良
平
（
こ
い
そ
・
り
ょ
う
へ
い
）

明
治
三
六
年
生
／
文
化
勲
章

吉
井
淳
二
（
よ
し
い
・
じ
ゅ
ん
じ
）

　
明
治
三
七
年
生
／
芸
術
院
会
員

三
岸
節
子
（
み
ぎ
し
・
せ
つ
こ
）
明

　
治
三
八
年
生
／
文
部
大
臣
賞

小
野
末
（
お
の
・
す
え
）
明
治
四

　
三
年
生
／
日
仏
具
象
協
会

糸
園
和
三
郎
（
い
と
ぞ
の
・
わ
さ
ぶ

　
ろ
う
）
明
治
四
四
年
生
／
日
本
現

　
代
展
賞

麻
生
三
郎
（
あ
そ
お
・
さ
ぶ
ろ
う
）

　
大
正
二
年
生
／
芸
術
選
奨

織
田
広
喜
（
お
だ
・
ひ
ろ
き
）
大
正

　
三
年
生
／
総
理
大
臣
賞

中
根
寛
（
な
か
ね
・
ひ
ろ
し
）
大

　
正
一
四
年
生
／
大
橋
賞

藤
田
吉
香
（
ふ
じ
た
・
よ
し
か
）
昭

　
和
四
年
生
／
宮
本
三
郎
記
念
賞

大
沼
映
夫
（
お
お
ぬ
ま
・
『
て
る
お
）

　
昭
和
八
年
生
／
国
画
賞
、
大
橋
賞

奥
谷
　
博
（
お
く
た
に
・
ひ
ろ
し
）

　
昭
和
九
年
生
／
芸
術
選
奨

〈
そ
の
他
〉

一一一一丁
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　　　　　　　　鎌
　　　　　覇

　　　臨
繋

　　　　　　　　　　　　　　　　　礫　　　　　　　　　　　　　　嚢藤　　　　　　　　　　　鰍醗　　　　　　　　灘麟　　　　　　馨灘　　雛灘籔鑛
饗
．繕　　　　難　　　嚢　羅議鰭

．

市体育課智57－3Hl（内線326）

市民体育館　費57－5208

田川町チームが優勝　　一〇

第17回少年野球大会は、8月3－5　フ㌦　　　％1で終了

日の3日間に渡って開催され、32チ
＿ム、約650人の選手が参加しました。　　市民プールは・8月31日㈹午前中

●大会結果　　　　　　　　　　　　をもって・ことしの営業を終了させ

◎準決勝　　田川町　5－0　土市　　　ていただきます。

　　　　本町5，6丁目5－4下条若葉　　　8月25日～27日の開場時間は午前9

◎決　勝　　田川町　7－O本町5・6丁目　　時～午後5時までです・

ポーツ恭ウス市

期日 行　　事　　名 会　　　場

％（日）
郡市男女混合
9人制バレーボール大会 市民体育館 市バレーボール協会

％（日〉
第5回家庭婦人ファミリー

　　バドミントン大会
末　　　定 市バドミントン協会

％㈱ 新人水泳大会 十　　　中 中　　体　　連

％佃一） 秋季軟式野球選毛権大会 市内野球場7ヵ所 市野球連盟

％一（月一）

秋季柔道教室 武　　道　　館 市柔道協会

％（日） 県卓球ダブルス選手権大会 市民体育館 市卓球協会

％（日） 第11回　孫六杯
軟式庭球選手権大会

信濃川運動公園 市軟式庭球連盟

％（日） 第1回　孫六杯
軟式庭球レディース大会

信濃川運動公園 市軟式庭球連盟

％（日） 第38回　新潟県知事杯
野　球　県　大　会 市野球連盟

9／15・25

（土・火）
軟式庭球ナイター講習会

市営庭球コート
（城　ケ　丘） 市軟式庭球連盟

9／27・28
（木・金）

市内婦人9人制バレーボール

　秋季大会けイター） 市民体育館 市バレーボール協会

影 陸　　上　　教　　室 末　　　定 市陸上競技協会

財 健脚サイクリング 末　　　定 市サイタリング協会

　笹山野球場に隣接して、十日町市

民スポーツハウスの建設工事が8月

10日からはじまっています。同施設

は年間を通じて健康の増進、体力・

スポーツの向上をはかるための施設

です．

　　　郡市対抗陸上大会
ρ＋日町チーム総合3位に

◎男女総合3位　◎男子5位　◎女子2位

多目的利用室、乾燥室

ワー室、更衣室
管理室、会議室など
選手控室（研修室）

十日町クラブ3位に入賞
一県婦人バレーボール
　親善大会中越地区予選会一

　第11回大会の予選会は8月5日、

市民体育館で行われ、十日町クラブ

は健闘して3位に入賞したものの、

惜しくも県大会出場はのがしました。

●大会成績

　優勝　　ポプラ　　（三条市）

　　2位　枇杷島　（柏崎市）

　　3位　十日町クラブ（十日町市）

　　3位　弥生会　（見附市）
1，1，。。”・・1。，．。・。・。・1，。．…。・・1。，．・…。。1，，9・じ・・。・1，陰・9・969・1，9・1・・…1，。・・”・。。1．・”・…●1。09・・“’gl・。・。。・・●’』。・9・・。”1・

男　　　　子 女　　　　子

ジュ

ニア

走　高5位宮沢　邦之（水沢中）

砲丸投3位上村　重来（水沢中）

800m　1位桑原さとみ（津南中）

砲丸投4位金沢真理子（水沢中）

一般

100m　5位松沢　直文（中越高）

400m　5位南雲　信考（中越高）

ヤリ投5位山田　藤伸（十高）

800m　1位岩田　規子（十実）

100m　H　3位小川　由紀（十高）

走　高3位羽龍　孝子（十実〉

円盤投1位西野美千代（十高）

砲丸投4位西野美千代（十高）

壮年 走　幅4位宮入　健一（島善織）

混成

400m　Iルー3位

（鵠難藤毬婁）

400mlルー3位

（蠕塚翫鷺山翻

1，，唇9。・…19，，．。9…1，，。．．・…1，一．59・…1，9．。・・…1，，。・・・…1，．”巳1…1辱9・””・・1，8・9・・…1．．・…”聾1．・”・・…』・1・・…●1・・…”・gl・1・・…’●1・・・・…●●1…1・・”010・…9’”10・…’0”1・…●’”gI
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9
騨
．
串
．
．
．
．
．
．
．
一
．
．
．
．
．
．
．
．
．
一
．
．
．
．
甲
．
9
．
．
一
．
．
．
．
．
．
．
甲
．

六
輔

◎
と
　
き

◎
と
こ
ろ

◎
木
戸
銭

◎
前
売
券
販
売
所

※
臨
時
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

本
の
寄
贈

あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
（
59
・
4
・

・
関
口
奈
々
子
　
・
斉
木
ヨ
シ
　
・

斉
木
ふ
さ
　
・
松
村
伸
子
　
・
川
西

町
　
・
大
島
貞
二
　
・
湯
沢
弘
　
・

太
田
二
六
　
・
高
橋
忠
則
　
・
岡
崎

国
太
郎
　
・
見
附
市
　
・
村
山
登

・
近
藤
六
郎
　
・
高
野
俊
英
　
・
内

山
吉
晴
　
・
道
畑
佳
子
　
・
阿
部
悌

治
　
・
金
子
健
二
　
・
十
日
町
川
柳

研
究
社
　
・
島
田
進
　
・
大
熊
玲
子

・
「
川
上
喜
八
郎
－
人
と
軌
跡
」
編

集
・
刊
行
委
員
会
　
・
阿
部
進
　
．

根
津
や
え
　
・
村
山
幹
夫
　
・
山
田

内
　
D

　
　
　
　

康
～
珊

こ
ぞ
駈

の
う
麿

）
ど

館
廉

本
軽
舩

（
気
町

座
お
日

講
も
＋

民
で

市
た

：
な

月
ど

9
～

・
八
大
星
ま
つ
り
囚
十
日
町

千
円
（
当
日
千
二
百
円
）

　
　
　
丸
久
紙
店
・
イ
ト
i

　
　
　
楽
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

（
六
時
十
分
　
市
民
会
館
前
発
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
周
司
　
・
関
谷
富
三
　
・
尾
身
福
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
燕
市
　
・
栃
尾
市
教
育
委
員
会

“　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
根
津
キ
ミ
　
　
〈
敬
称
略
〉

　
　
1
～
7
・
31
）

　
歌
会
始
の

　
　
　
お
題
は
”
旅
”

　
昭
和
六
十
年
歌
会
始
の
お
題
は
、

「
旅
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
詠
進
歌
は
一
人
一
首
で
、
半
紙
に

毛
筆
で
自
書
し
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
十
月
十
一
日
ま
で
に
、
東
京

都
千
代
田
区
一
番
一
号
、
宮
内
庁
宛

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、

市
総
務
課
企
画
広
報
係
（
盈
五
七
－

三
一
一
一
㊥
二
一
四
）
へ
。

講座名 内　　容 講　師 日

古文書入門
初心者のための
講座

上村政基 12・26日

十日町再発見

惟寛と妻有学者 佐野良吉 7日

　　　おだいようどう

名医・尾台椿堂
佐野良吉 21日

近代小説
谷崎潤一郎の文
学短編集「刺青」

「少年」を読む

小熊牧久 14・28日

きょうの料理
NHKテキスト
より

酒井環 5・19日

焼　　　物
陶芸の初歩を学

ぶ
桑原晴一

4・11・

18・25日

時間はいずれも午後7時から9時頃まで

味の手ほどき
プロの味を習得
する

北　京 13・27日

時間は午後1時から3時半頃まで
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市制施行30周年記念

《
冒

寺半：十日町市民会館

害者福祉大会実行委員会

匝110月10日㈱午前10日

囹主催：十日町地域障

　市制施行30周年を記念して十日町地域障害者福祉大会を開催しま
す。

　郡市内にも心身にハンディ・キャ・ッブを持った人がたくさんいま

す。こうした人たちが社会に完全参カロと平等を果たすためにはどう

したらよいのでしょうか。

　大会ではパネル展示や作品展で現在のすがたに対する理解を深め．

バネル・ディスカッションで今後の万向をさぐっていきます。ティ

スカッションには中央の一流講師に助言者として加わっていただき
ます。

　わたしたちの地域がこどもも老人も．障害を持つ人もそうでない

人もともによりよく生きていけるような地域に育つよう、だれもが
願っているはずです。

　どうかあなたもこの大会でその望みをもっと確かなものとしてく
ださい。

15：00　 15：1013：0012：00日＝0010二〇〇　　　10：30

受
　
付

開
会
式

私の主張
大　　　会

昼　　食
アトラクション

パネル

ディスカッション

閉
会
式

一　　15二30

一
ノ寸ザー

9＝30

作品展

．
二
一
響
．
◆
、
曹
昌
一
甲
．
◆
・
一
霊
7
◆
一
昌
一
7
◆
‘
昌
一
望
◆
‘
一
一
一
7
．
◆
・
昌
一
一
．
◆
轟
＝
7
◆
δ
呂
一
一
．
◆
・
一
一
蟹
．
◆
‘
毒
◆
‘
寺
◆
畠
冒
7
◆
・
甲
疇
一
一
7
◆
ム
一
マ
◆
‘
…
7
◆
・
・
…
7
◆
‘
昌
一
7
◆
‘
昌
一
，
・
◆
‘
昌
置

砂◆“飼閥N博個帥φ瑚レ刈帥◆ψゆ覗◆融◆融◆州N卜網卜噌N囲N囲瞳“◆融◆砂◆

「
舗
護
謬
穣
解
鵜
」
作
文
を
募
集

　
障
害
者
福
祉
大
会
の
一
環
と
し
て
「
心
の
病
気
や
か
ら
だ
の
不
自
由

な
こ
と
に
つ
い
て
　
　
私
の
主
張
」
作
文
を
広
く
郡
市
内
か
ら
募
集
し

ま
す
。

　
文
章
の
上
手
下
手
に
か
か
わ
ら
ず
あ
な
た
の
生
の
声
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

■
テ
ー
マ
　
心
や
か
ら
だ
の
障
害
に
関
す
る
こ
と
。
障
害
者
の
社
会
参

加
に
関
す
る
こ
と
。

■
応
募
資
格
　
障
害
の
有
無
に
係
わ
ら
ず
、
郡
市
内
在
住
の
満
十
五
歳

以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

o
字
数
　
本
文
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
。
ほ
か
に
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
こ
と
。

■
発
表
　
大
会
当
日
、
五
～
七
人
の
方
か
ら
朗
読
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
こ
と
ば
の
不
自
由
な
方
は
代
読
と
な
り
ま
す
）

　
そ
の
ほ
か
地
元
新
聞
な
ど
に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
記
念
晶
　
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

■
締
め
切
り
　
九
月
二
十
五
日

■
送
り
先
　
十
日
町
市
社
会
福
祉
事
務
所
、
私
の
主
張
係
（
〒
螂
、
十

日
町
市
千
歳
町
三
ー
三
）

■
そ
の
他
　
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・醐・rd』潮・rひ・・ゆ・rひ叩1脚・rひ・・舗トひ・・劇・r6』・1，帥・rひ・喝ゆ・rひ・・副』ひ・・一1レ・rひ・・lll，・rひ・噂ゆ・r6』一1，Nひ・．雌甲rひ・1lII撃・r9・・，ll”。◆・。ゆ・rひ・．1幽hひ・．ll髄・ro・，噌ゆ・ro・

ド
毒
◆
毒
◆
≒
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
≒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
謬
◆
も

　
し
カ
し
　
売
り
手
側
が
こ
う
し
た
消
費
者

の
潜
在
的
な
二
ー
ズ
を
掘
り
お
こ
し
、
プ
チ

食
品
の
開
発
に
力
を
注
い
で
き
た
こ
と
も
、

見
逃
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

〔
プ
チ
食
晶
の
種
類
〕

　
プ
チ
食
品
の
な
か
で
も
特
に
目
を
ひ
く
の

〔
ブ
ー
ム
の
背
景
〕

　
最
近
、
．
プ
チ
食
品
”
ま
た
は
．
ミ
ニ
食
品
”
な
ど
と
い
わ
れ
て

い
る
小
さ
い
野
菜
や
｝
人
用
の
小
型
の
缶
詰
と
か
調
味
料
な

ど
の
売
れ
ゆ
き
が
伸
び
て
い
ま
す
。
一
人
ぐ
ら
し
や
小
家
族

世
帯
が
増
え
て
き
た
こ
と
、
社
会
生
活
が
複
雑
に
な
っ
て
家

族
の
食
事
時
間
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
が
ち
な
う
え
に
、
嗜
好

も
多
様
化
し
て
き
た
こ
と
、
多
種
類
の
も
の
を
少
量
ず
つ
食

べ
た
い
と
い
う
欲
求
が
強
ま
っ
て
き
た
な
ど
の
現
代
生
活
を

反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
　
渇
　
　
　
　
　
、

ガンハ亀L

「0

ぐθ

　
が
、
大
人
の
親
指
大
の
ニ
ン
ジ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
、
一
口
で
食

　
べ
ら
れ
る
程
の
ト
マ
ト
、
ナ
ス
な
ど
の
ミ
ニ
野
菜
で
す
。

　
　
こ
れ
ら
は
品
種
改
良
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
従

　
来
の
野
菜
と
姿
か
た
ち
こ
そ
似
て
い
ま
す
が
、
味
が
薄
く
て

　
肉
質
が
軟
ら
か
く
、
値
段
の
点
か
ら
も
食
卓
に
ア
ク
セ
ン
ト

　
を
つ
け
る
脇
役
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
　
こ
の
他
、
品
質
は
一
般
の
も
の
と
変
わ
ら
ず
、
内
容
量
だ

　
け
を
少
な
く
し
た
プ
チ
食
品
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
5

G
9

　
と
か
乃
9
入
り
の
ミ
ニ
缶
詰
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
ソ
ー
ス
、
ケ

　
チ
ャ
ッ
プ
、
し
ょ
う
油
、
ジ
ャ
ム
な
ど
の
ミ
ニ
パ
ッ
ク
入
り
、

　
そ
れ
に
小
さ
な
こ
と
を
売
り
も
の
に
し
た
プ
チ
・
ケ
ー
キ
も

　
う
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
〔
プ
チ
食
晶
の
経
済
性
〕

　
　
　
刀
　
　
　
一
人
用
の
も
の
は
、
食
べ
残
し
の
む
だ
が

　
　
　
　
　
　
な
い
の
で
得
な
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

　
　
　
。
。
　
　
単
位
価
格
が
高
く
、
か
な
り
割
高
と
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
す
。
受
験
生
の
夜
食
や
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ピ

　
　
邸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁

。
凸

ク
ニ
ッ
ク
な
ど
に
は
便
利
で
し
ょ
う
が
、

P
O
を
考
え
て
利
用
し
た
い
も
の
で
す
。

訓
練
生
を
募
集
～
県
馨
鵬
訓
緩
～

　
県
立
十
日
町
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
つ
ぎ
の
要
領
で
昭
和
六
十
年
度

の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

★
募
集
科
目
　
工
芸
織
物
科
、
染
色

工
芸
科
、
デ
ザ
イ
ン
科
そ
れ
ぞ
れ
二

十
名

ゆずります＊ゆずってください

　◆8月15日までの受付分
　（希望者は、市・商工課内消費者協会魯57－3111㊥230へ）

★
応
募
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
者
以

上
（
来
春
卒
業
見
込
者
含
む
）

★
願
書
受
付
　
九
月
三
日
～
九
月
二

十
九
日
ま
で

★
選
考
日
　
十
月
十
五
日
㈲

★
応
募
手
続
き
と
問
い
合
わ
せ
　
十

◎ゆずります

品　　　名 規格など 希望価格

軽自動車（5月車検済） ダイハツフェロー
　360cc 　　　円120，000

足　踏　み　ミ　シ　ン （10年位前） 無　料

オ　ー　　ト　バ　　イ ヤマハG　T
　50cc 15，000

キャノンブースター
ナショナルストロボ（オートノマナ2801） 各5，000

キャノンマクロレンズ F　D50mm
F3．5 30，000

ブラ　ン　コ（子供用） 中　古 5，000

アルペンスキー（くつ共） 35cm（紺） 相談で

ソ　　　フ　　　ァ　　　ー 中　古 15，000

ベ　ビ　ー　ベ　ッ　ト 中　古 相談で

◎ゆずってください

品・　　名 規格など 希望価格

オ　　　ル　　　ガ　　　ン 中　古 相談で

小　型　冷　　蔵　　庫 中　古 10，000円以下

自転車　4～5歳（女） 補助付 相談で

〃　　5～6歳（男） 中　古 〃

レコード（伊沢八郎の曲） 〃

日
町
以
外
の
県
立
高
等
職
業
訓
練
校

で
も
募
集
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は

県
立
十
日
町
高
等
職
業
訓
練
校
（
学

校
町
一
　
奮
五
七
ー
二
〇
五
）
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
県
で
は
五
十
九
年
度
の
行
政
書
士

試
験
を
つ
ぎ
の
要
項
で
実
施
し
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
試
験
日
お
よ
び
試
験
地
　
十
月
二

十
八
日
㈲
　
新
潟
市
立
宮
浦
中
学
校

■
申
し
込
み
受
付
期
限
　
九
月
七
日

働
（
郵
送
の
場
合
は
同
日
消
印
有
効
）

・
受
験
手
数
料
　
　
四
千
円

■
そ
の
他
　
資
格
、
試
験
内
容
な
ど

詳
細
の
問
い
合
わ
せ
は
、
県
総
務
部

地
方
課
行
政
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
魯
〇
二
五
二
ー
二
三
－
五
五
一
一
）

丁一
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　　　　　　　き
　　　　　　菱

疇
予嚥
防麟
接鰻　　　繊嚢

璽灘

寒響
黛聾苺

謙湊灘湊潔湊湊
《湊潔潔潔濾潔湊

　
は
し
か
は
だ
れ
で
も
か
か
る
病
気

と
さ
れ
て
お
り
、
重
い
肺
炎
や
脳
炎

を
併
発
し
や
す
い
の
で
油
断
の
で
き

な
い
病
気
で
す
。

　
市
で
は
、
郡
市
医
師
会
の
協
力
を

得
て
、
十
月
に
市
内
八
医
療
機
関
で

個
別
接
種
を
実
施
し
ま
す
が
、
そ
の

申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
し
ま
す
の

で
希
望
者
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

接
種
対
象
者
　
O
昭
和
五
十
七
年
四

月
二
日
～
五
十
八
年
四
月
一
日
の
間

に
生
れ
た
人
。
口
昭
和
五
十
三
年
十

一
月
一
日
～
五
十
七
年
四
月
一
日
の

間
に
生
れ
た
人
で
未
接
種
の
人
。

受
付
　
九
月
三
日
㈲
～
九
月
八
日
㈹

a
午
前
十
時
～
午
後
二
時

　
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
（
智
五
七
ー

三
一
一
一
㊥
五
〇
二
・
五
〇
三
）

接
種
料
金
　
一
、
二
〇
〇
円

　
接
種
料
金
は
申
し
込
み
時
に
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
生
活
保
護
世
帯

は
無
料
で
す
）

持
参
す
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
・

印
か
ん
。

接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人
　
O
今
ま

で
に
は
し
か
に
か
か
っ
た
人
と
は
し

か
の
予
防
接
種
を
受
け
た
人
。
口
鶏

卵
、
カ
ナ
マ
イ
シ
ン
、
エ
リ
ス
ロ
マ

イ
シ
ン
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
。

口
接
種
前
一
年
以
内
に
け
い
れ
ん
を

お
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

　
※
は
し
か
予
防
接
種
希
望
者
は
、

十
月
実
施
予
定
の
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
投

与
を
受
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

接
種
後
一
ヵ
月
間
は
他
の
予
防
接
種

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

籔
難
㎜
饗
灘
灘
鑛
羅
騨
獲
犠
議
鍵
嬢
獲

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

9
月
6
日

　
（
木
）

午
後
1
時

　
～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

56

年
3
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
健
　
診

9
月
2
8
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
～
2
時

58

年
3
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に

育
児
学
級

9
月
2
6
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
1
時
3
0
分

59

年
5
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

9
月
2
7
日

　
（
木
）

午
後
1
時

　
～
3
時

58

年
n
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

　
■

お
願
い
擁
絡
鷲
購
霧
幅
襯
健
診
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

むし歯のないよい歯の子

　（8月の3歳児健診を受けた子51人）

氏　名 住　　　所 保護者名

　ももえ庭野　桃栄 田中町本通り 末蔵

阿部　　潤 稲荷町3本通り 敏一

水落　智成 旭　　ケ　　丘 昇

富沢　哲也 中　条　旭　町 政彦

柳沢　陽介 上　原　新　町 治男

曽根　忠之 太　　子　　堂 忠夫

小林　英美 城　之　古　2 徳市

　　ひさし関口　　尚 高　田　町　5 昌樹

　め　り遠田　芽里 中　　　　　村 定

児玉　春美 稲　　　　　葉 恒信

丸山さとみ 北　新　田　1 健一

▼
リ
ハ
ビ
リ
教

　
脳
卒
中
や
ケ
ガ
な
ど
で
手
足
に
後

遺
症
の
あ
る
在
宅
の
人
を
対
象
に
、

機
能
訓
練
と
仲
間
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
「
リ
ハ
ビ
リ
教
室
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日
、
午
前
九
時

半
～
十
一
時
　
●
場
所
　
市
保
健
セ

ン
タ
i
内
リ
ハ
ビ
リ
室
　
●
対
象

自
分
で
通
所
で
き
る
人
、
ま
た
は
家

族
が
送
迎
で
き
る
人
　
●
問
い
合
わ

せ
先
　
市
保
健
衛
生
課
（
智
五
七
－

三
二
一
㊥
五
〇
三
）

※
理
学
療
法
士
に
よ
る
個
別
相
談

休日救急医

室
開
催
中
▲

を
月
一
回
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
者

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
議
嚢

轟

9月

2日（日）池田医院（本町西　1）52－2581

　　上村病院（中里村田中）63－2111

9日（日）山　口医院（下条中央通り）55－2003

　　津南病院（津南町大割野）65－3161

15日dゆ至誠堂医院（西　　浦　　東）52－3276
（敬老の日）

16日（日）第二藤巻医院（川西町上野）68－2018

23日（日）山ロ医院（袋　町　　中）52－2174
（秋分の日）

24日（月）富田医院（神　　明　町）52－3269

30日（日）中条病院（北　　 原）57－3018

騰献識禦日程
9月5日㈱根茂織物㈱10：00～15：00

　6日休）商工会議所10：00～16：00

　7日㈹十日町保健所10：00～15：00

　24日（月）水沢公民館10：00～15：00

～明日といわず今献血を～

期
日

検
診
時
間

検
診
会
場

対
象
地
区

9
月
4
日
殉

　
　
（

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
1
0
時

船
坂
公
民
館

　
　
　
　
●

船
　
坂

午
前
1
0
時
2
0
分

～
午
前
n
時

鍬
柄
沢
集
会
所

鍬
柄
沢

午
後
1
時

～
午
後
2
時
3
0
分

野
中
小
学
校

池
沢
、
野
中
、
漆
島

9
月
5
日
困

午
前
1
0
時

～
午
前
n
時

当
間
冬
期
分
校

当
　
間

午
後
1
時

～
午
後
2
時

大
石
冬
期
分
校

大
　
石

午
後
2
時
2
0
分

～
午
後
3
時

南
雲
冬
期
分
校

南
　
雲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
H
時
3
0
分

細
尾
公
民
館

天
池
、
細
尾
、
池
之
尻

9
月
6
日
㈲

午
後
1
時

～
午
後
2
時

飯
塚
洲
司
氏
宅

中
在
家
、
水
沢
市
之
沢

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

太
田
島
公
会
堂

太
田
島
㈹

9
月
7
日
㈹

午
後
1
時

～
午
後
3
時

伊
達
公
会
堂

伊
達
㈹

9
月
n
日
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

姿
　
公
　
民
　
館

姿
1
・
2
、
安
養
寺

午
後
1
時

～
午
後
1
時
3
0
分

老
人
ホ
ー
ム

幸
　
町

9
月
1
2
日
㈱

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

馬
場
小
学
校
、

水
沢
㈹
、
馬
場
1
・
3

午
後
1
時

～
午
後
2
時

馬
場
2
・
4

午
後
2
時
3
0
分

～
午
後
3
時
3
0
分

珠
川
集
会
所

珠
川
㈹

9
月
1
3
日
㈲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
1
1
時
3
0
分

水
沢
出
張
所

土
市
1
・
2

午
後
1
時

～
午
後
3
時

土
市
3
・
4

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
H
時
3
0
分

水
沢
出
張
所

土
市
5
、
新
宮
1
・
2

9
月
1
4
日
轡

午
後
1
時

～
午
後
3
時

大
黒
沢
集
会
所

大
黒
沢
㈹
、
小
黒
沢

※
個
人
通
知
書
を
忘
れ
ず
に
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
、
会
社
な
ど
で
受
診
さ
れ
な

　
い
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
3
5
歳
以
上
の
か
た
は
検
尿
、
血
圧
測
定
後
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
循
環
器
検
診
（
検
尿
、
血
圧
測
定
）
の
受
診
者
は
一
〇
〇
円
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
老

　
人
保
健
法
医
療
受
給
者
、
生
活
保
護
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
八
月
二
十
八
日
㈹
　
午
後
○
時

半
～
午
後
四
時
半
　
小
泉
第
二
の
一

部
、
樽
沢
の
全
部
　
▼
八
月
三
十
一

日
㈹
　
午
前
八
時
～
正
午
　
錦
町
一

丁
目
・
二
丁
目
、
春
日
町
一
丁
目
．

二
丁
目
・
三
丁
目
、
高
山
第
二
・
第

三
・
第
四
の
各
一
部
　
▼
九
月
三
日

㈲
　
正
午
～
午
後
四
時
　
珠
川
の
全

部
　
▼
九
月
七
日
㈹
　
午
前
八
時
～

正
午
　
塩
ノ
又
の
全
部
、
土
市
第
二

の
一
部
▼
九
月
十
一
日
㈹
午
前

八
時
～
正
午
　
仙
之
山
、
平
、
漉
野
、

二
子
、
塩
野
、
願
入
の
全
部
　
▼
九

月
十
四
日
㈹
　
午
前
九
時
～
正
午

高
山
第
四
、
高
田
町
五
丁
目
・
六
丁

目
の
各
一
部


